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はじめに

鳥類の親子関係がどのくらいの期間継続するかについては，Trivers（1974）以来，親子そ

れぞれの利害に基づいて適応的意義が談論されてきた（たとえば，Davies1978,Higuchi＆

Momosel981，Bustamantel994)．これらの調査例はすべて繁殖地あるいは越冬地での親

子関係の解消を調べたものである．しかし，Prevett＆Maclnnes（1980）がハクガンＡｿ?Ｓｃγ

caeﾉwﾉcsceｿｚＳの研究で指摘し，Bustamante＆IIiraldo（1990）がトビ〃"ひ"ｓ〃z壇7”ｓや

アカトビ“７""zﾉ"ｓで渡りの衝動が親子関係の解消に影群をあたえることを示唆したよう

に，渡りの途''1でも親子関係の解消が起きていると考えられる．しかし，渡りのあいだの追

跡が困雌であることから，渡りの期間の親子関‘係については，ほとんど研究されていない．

渡りの時期の,鳥類の動きを明らかにする方法として術里川送信機を使った移動経路の追跡

があり、近年この方法で、多くの種の渡りの移動経路がIﾘ1らかにされてきている（たとえば

Higuchie／αﾉ．1992,1996,Meyburggノα/，1996,ＭｃＧｒａｄｙｇ／α/、2000,Ｕｅｔａｅ／α/、2000)．

この衛星追跡の際，親と子に送‘信機をつけることによ')，渡りの期間｢|Iの親子の距離もIﾘlら

かにすることができる．Higuchie/α/､（1992）は，この方法により、越冬地である鹿児脇県

出水からのマナヅルＧ,〃伽０を追跡し，２家族の結果をもとに親．.「･関係の解illjについて記戦

している．本論文では、この報告に，その後追跡した親子のデータをくわえ，マナヅルの親

子関係の解消過程を推定し，その適応的意義について考察する．

調査方法

鹿児崎県出水地方で送信機を装薪されたマナヅルの親子を対象に調査を行なった．1992年

に６羽，1993年に８羽のマナヅルに送信機を装蕃したが，そのうち1992年に２家族，1993年

に２家族の親子の移動経路を追跡することに成功したので，その親子間の距離をもとに，い

つ親子関係の解消が行なわれたのかを判断した．
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表１．越冬期および渡り期の親子関係を調査した個体とその渡り，親子関係の解消推定日．

Table１．Migrationinformation,distancebetweenparentandoffspringinwinteringground,andthe
estimatedfamilybreak-updateinfourfamiliesofWhite-napedCranes．

譜藤二総渡りI卿始日繁殖地/越夏地哨撫:側l瀞親子関係解消推定日到蒋日

将１柵A藤Efw縦謡；･識iw琴｡顎溌蝋鮮”ｎｕｍｂｅｒ

1992

Familyａ
２ ６ ６ ８ Ａ ｄＭａｒ､７Mar､2３

０．９４±0.63,Ｎ＝１５
２６７３ＹｇＭａｒ､７Ｍａｒ２３

Ｆａｍｉｌｙｂ
２６７０ＡｄＦｅｂ２６‐Mar､１Mar､2３

６．０８±6.08,Ｎ＝６
２６７１ＹｇＦｅｂ､26-27Apr､7

1993

Familyc

２６６７ＡｄＭａｒ､2-3Apr､1４
１．７６±1.73,Ｎ＝２９

２６６８ＹｇＭａｒ､4-5Ｍａｙｌ７

Ｆａｍｉｌｙｄ

２６６９ＡｄＭａｒ･４Ｍａｒ３１‐ＡＰr･２２．４４±1.72,Ｎ＝２０
２６７０Ｙ直Mar､４Ｍａｖ３０

Estimateddateof

familybreak-up

Mar､2７

Feb26-Mar､１

Mar､2-3

Mar､４

マナヅルに装着した送信機はＮＴＴ/Toyocom製のT-2050型送信機で，６時間電波を発信

し，１２時間休止するというサイクルをくり返し，推定電池寿命は約半年である．送信機の詳

細についてはHiguchigノα/、（1996）を参照されたい．

送信機が電波を発信している時に，極軌道衛星が上空を通過すると，その発信位置を測定

することができる．その位置情報には，衛星が受信した電波の回数や強度より，位置測定の

精度を示すＺ，Ｂ，Ａ，０，１，２，３のロケーションクラスが付加されており，後者ほど精度が

高い．Argos(1992)によると，それぞれのクラスの測定誤差の標準偏差は，クラス０が１kｍ

以上，クラス１が350～１，０００ｍ，クラス２が150-350ｍ，そしてクラス３が150ｍ以下であり，

クラスZ，Ｂ，Ａについては，精度を示すことができない．本論文では，基本的に，ロケーシ

ョンクラスが１以上のデータのみを使って親子間の距離を計算した．したがって，位満の測

定誤差は１km程度であると考えてよい.ただし1992年に追跡を行なった家族b(ID2670と2671）

については，クラス１以上のデータが十分にとれなかったので，クラス０のデータも使用し

た．そのため，この家族については，その他の家族よりも親子間の距離が過大あるいは過小

評価されていると考えられる．

結果および考察

渡りを開始するまでの越冬地での家族bの親子間の平均距離は6.08kmと離れていたが,それ

以外の家族では0.94～2.44kmと近かった(表１）．距離が近いことは必ずしも親子関係が継続

していることを示しているわけではない．しかし，断片的な観察ではあるが，越冬地の出水
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図１．越冬期および渡り時期におけるマナヅルの親子間距離の変化.太い矢印は親子関係解消推定Ｒ
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にいる期間，親子が一緒にいたことが観察されていたため，親子関係は継続していたと考え

られる．

渡りを開始してからの親子間距離の状況を以下に述べる（表１，図ｌ）．

家族aは越冬地である出水から，繁殖地の中国東北部の三江平原（46.Ｎ，132.E）までの渡

りの期間中も親子間の距離が最大でも2.1kmで,位殻精度の誤差範囲内にあることが多く，一

緒に移動していたものと考えられる．しかし，繁殖地到着後に親子間の距離が開き，親子間

の関係の解消が行なわれたと推定される．それ以外の３家族については，親鳥が渡りを開始

すると同時に，あるいはすぐに，親子間の距離が離れ，親子関係の解消が起きたものと推定

される．

家族bは親鳥が２月26日から３月１日のあいだに，若鳥が２月26日か27日に渡りを開始し，

親鳥が朝鮮半島非武装地帯の識原(38.3°Ｎ，127.3.E)に，若鳥は対馬を経て朝鮮半島非武装

地帯の板門店(37.9.Ｎ，126.8.E)に移動した．２羽の位置が同時に測定できた３月１日には

親子間の距離は60km程度あり，その後近づくことはなかった．この親子については，ロケー

ションクラス０のデータが含まれており，位置測定誤差のために親子間距離が長くなった可

能性はある．しかし，この日以前は表１に示したように，親子間距離は近く，この日以降は

60km程度より近づかなくなった．したがって，２月26日から３月１日のあいだに親子間の関

係が解消されたものと推定される．

家族cは親鳥が３月２日か３日に，若鳥が３月４日か５日に渡りを開始した．親鳥が渡りを

開始した時点でまだ若鳥は越冬地の出水に滞在しており，この時点で親子間の関係が解消さ

れたものと推定される．３月６日から23日までは，親鳥も若鳥も繊原を中継地として利用し

たため，親子間の距離は再び近くなったが，３月24日に親鳥が北朝鮮東海岸の金野（39.4°

Ｎ，127.5.E)に移動して再び離れた．最終的には親鳥と若鳥がともに三江平原でその年の夏

を過ごしたため，親子間の距離は縮まった．

家族dは親鳥，若鳥ともに３月４日に渡りを開始した．親鳥は板門店まで移動したが，若鳥

は釜山(35.3.Ｎ，129.0。E)へと移動した．この時点で親子間の関係が解消されたものと推定

される．その後，３月８日に若鳥が板門店に移動したため，再び親子間の距離は縮まったが，

親鳥が３月28日に繁殖地へと移動を開始し，親子間の距離が再び広がった．最終的には親鳥

と若鳥がともに三江平原でその年の夏を過ごしたため，親子間の距離は縮まった．

このように，４家族の親子関係の解消はすべて渡り開始後に行なわれたと推定される．な

ぜマナヅルでは，渡りを開始した後に親子関係が解消されるのだろうか．まず親がどれくら

い子と一緒にいるかは，親側からすると，給餌などに対する親の子への投資量と子の将来の

生存率，そして子側からすると，親と一緒にいることの利益と不利益の双方のバランスによ

り決まると考えられている(Triversl974)．今回調査対象としたマナヅルの家族は，越冬地

で家族群でなわばりをかまえているものを捕獲した．家族群をもつマナヅルは，おもにその

中で採食している（大迫1999)．この時期，親側からすると，親は子に給餌をすることはな

いので，子がそばにいても，なわばり内の食物が子に食べられた分だけ減るという以外，大
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きな不利益はないと考えられる．また，子側からすると，親鳥のなわばりの中にいることは，

親鳥が同種あるいは他種の他個体をなわばりから追い払うので（大迫1999)，それらからの

干渉を受けずに採食に専念できること，そして捕食者への警戒行動を親鳥がしているので，

警戒行動をあまりしないですむこと（著者ら未発表データ）など利益が大きいと考えられ

る．そのために越冬地にいるあいだ親子は一緒にいるのだと考えられる．

次に，渡りの時期には，一般に繁殖地に早く到着した方が良いなわばりを占めることがで

きることや，繁殖成功度には季節的な減少が認められることなどから（Perrins＆Birkhead

l983)，親鳥は早く繁殖地についた方が繁殖のために有利と考えられる．それに対して若鳥

は，その年は繁殖しないので（Meine＆Archibaldl996)，渡りの危険性をできるだけ軽減

するように渡る方が生存のために有利と考えられる．若鳥は成鳥よりも渡りの消耗が大きく，

また中継地での採食効率が悪いなどの理由で，中継地に長く滞在すること（Serie＆Sharp

1989,Carpentere/α/・l993a,ｂ,Younge/α/､1998)，成鳥よりもゆっくり渡ること（Fullｅｒ

ａα/､1998,Ｕｅｔａｅ/α/､2000）が何種かの鳥類で報告されている．したがって，無理して親

鳥と一緒に渡る利益よりも，親と別れてゆっくり渡る利益の方が高く，この時点で親子関係

の解消が行なわれるものと考えられる．また，親鳥にとっては，すでに若鳥が自分自身で十

分に生きていくことができるまでに成長しているので，若鳥と一緒に行動せず，次の繁殖の

ために早く渡るものと考えられる．そして，繁殖地まで若鳥が一緒に渡った場合は，その時

点で若鳥の存在が次の繁殖の障害になるので，タンチョウの場合(釜田･富岡1991,Kamata

l994）と同じように，親鳥の方から若鳥を追い払うようなかたちで，親子関係の解消が行な

われるものと推定される．

本論文の結果は，親子間の距離だけからマナヅルの親子関係の解消を推定したもので，親

が追い払うのか，それとも子供が離れていくのかといった解消の過程ないし仕組みは明らか

でない．今後，中継地や繁殖地での観察が進むことによって，本論文で述べた仮説が検証で

きるものと考えられる．
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要 約

鹿児島県出水地方で越冬するマナヅルの親子関係の解消時期を人工衛星を使った追跡調査の親子間

の距離をもとに推定した．1992年と1993年に追跡した４家族はすべて，越冬地では一緒に行動してい
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たが，３家族は繁殖地への渡りを開始してすぐ，１家族は繁殖地到着後すぐに親子関係が解消された

ものと推定された.親鳥にとってすでに自分で採食できるようになっている若鳥と一緒にいることに

よるコストは小さいが,若鳥にとっては親鳥のなわばり内に一緒にいることは，他個体からの干渉を

避けて採食に専念できることなどから利益があり，越冬地では一緒にいると考えられる．それに対

し，渡りが開始されると，親鳥は繁殖のために早く繁殖地につく必要があること，そして若鳥は栄養

を補給しながら渡る方が生存のために有利といった親子間の利益が異なるようになり，この時点で親

子関係の解消が行なわれるものと考えられる．そして，繁殖地まで若鳥が一緒に渡った場合は，その

時点で若鳥の存在が次の繁殖の障害になるので,親鳥の方から若鳥を追い払うようなかたちで,親子

関係の解消が行なわれるものと推定される．本論文の結果は,親子問の距離だけからマナヅルの親子

関係の解消を推定したもので,親が追い払うのか，それとも子供が離れていくのかといった解消の過

程ないし仕組みを中継地や繁殖地での観察で明らかにする必要がある．
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Weestimatedthedatesoffamilybreak-upofWhite､napedCranesG'ＷＳ〃ゆわfromthesatellite

-trackingdataoffourfamilies,whichwerecollectedfromthewinteringground（IzumiPlain，

southemJapan）andduringmigrationtothebreedingground（Sanjiang‘‘ThreeRivers，，Plain，

northeastemChina）ｉｎｌ９９２ａｎｄｌ９９３、Thedistancesbetweenparentcranesandtheiroffspring
weremostlysmallandwithinthelocationerrorsofthesatellite,trackingsystembeforethe

springmigration,whichsuggeststhatthecranesoccurredinfamiliesinthewinteringground・

However,thedistancesextendedafterthestartofmigration（threefamilies)，orjustafter

arrivalatthebreedingground（onefamily)．Theyoungcraneshadlongerstopoverperiods，

thatisalowerdailymigrationrate,thantheirparentsdid,and/orkeptawayfromtheirparents

atthebreedingground・Itseemsthattheyoungmigrateslowlytoenhancetheirsurvival,while

theadultsarriveatthebreedinggroundassoonaspossibleinordertoestablishtheirterritories

andstartbreedingearly・WeneedmorefieldobservationsabouttheinteractionsofWhite-

napedCranebetweenparentbirdsandtheｉｒｏｆｆｓｐｒｉｎｇｏｎｔｈｅｆｌｙｗａｙａｎｄａｔｔｈｅbreedingground
totestthishypothesis．
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